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中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 本年５月１２日の決算発表時に公表した平成１８年３月期（平成１７年４月１日～平成１８年３月

３１日）の中間業績予想を下記のとおり修正いたします。 

  

記 

 

１．１８年３月期の連結中間業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ５２，０００       ２，７００       １，６００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ５６，０００       ４，２００       ２，４００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ４，０００    １，５００ ８００ 

増 減 率            （％）          ７．７     ５５．６ ５０．０    

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年 3 月期中間） 

４８，０１３   １,５４５ ４４９ 

 

２．１８年３月期の単独中間業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ４４，０００    １，３００       ８００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４５，０００    ２，９００     １ ，７００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ）     １, ０００      １，６００       ９００ 

増 減 率            （％）      ２．３    １２３．１      １１２．５ 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年 3 月期中間） 

３８，３１２     ８６２         ４４０ 

 

   なお、平成１８年３月期の通期業績予想につきましては、中間決算発表時（本年１１月）に見 

直しを行う予定であります。 

 

 

 



 

３．修正の理由 

   （連 結） 

   当中間期（平成 17 年４月～９月）の連結売上高は、自動車・建設機械関連業界の堅調な需要と

拡販努力により、期初予想を7.7％、約 40 億円上回る560 億円となる見込みであります。 

   損益面におきましては、原材料等の高騰や当期より有形固定資産の償却方法を定率法に変更し

たことによる負担増がありますが、コストダウンを図るとともに、売価改善を進めることにより、

経常利益は期初予想を55.6％、15 億円上回る42 億円となる見込みであります。 

また、特別利益として休止電気炉設備の売却益ほかで約16 億円計上する予定でありますが、一

方、特別損失として固定資産の減損損失等を約 16 億円見込んでおり、法人税等及び少数株主利益

控除後の中間純利益は、期初予想を50％、８億円上回る24 億円となる見通しであります。 

 

   （単 独） 

   当中間期の売上高は、期初予想を 2.3％、約10 億円上回る450 億円となる見込みであります。 

   経常利益は、期初予想の2.2 倍の 29 億円となる見込みであります。 

また、特別利益として休止電気炉設備の売却益ほかで約16 億円、一方、特別損失として固定資

産の減損損失等を約 16 億円計上する見込みであり、中間純利益は、期初予想の 2.1 倍の 17 億円

となる見通しであります。 

                                       以 上 

 


